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子どもの権利条約で保障された基本的な権利
である。子どもが健康であるためには、環境
が重要な役割を果たすことが指摘されてきた２）。
国連子どもの権利委員会は、2016年に一般的
討議を開催し、子どもが健康であるための環
境の条件に関して検討した３）。
　本稿では、一般的討議の成果として勧告さ
れた環境に係る条件に基いて、子どもが健康
であるために保育・幼児教育課程に期待され
る課題に関して検討する。
Ⅱ．目的および方法
　本稿の目的は、国連に勧告された子どもが
健康であるための環境の条件に基づいた検討
をとおして、保育・幼児教育課程における健
康を中心とした子どもの発達支援を発展させ
ることにある。
Ⅰ．端緒
　子どもが乳幼児期から健康であることは、
保育・幼児教育課程における子どもの発達支
援にあたっての基本に位置づけられる。幼児
教育課程では、「教育」のねらいおよび内容が
示された５領域の一つとして、「健康」が設定
されている。また、「養護」と「教育」の一体
性を特性とする保育では、「養護」を構成する
「生命の保持」および「情緒の安定」に係る
ねらいおよび内容においても、子どもが健康
であるための発達支援が重視されている。
　保育および幼児教育における子どもが健康
であるための発達支援に関して、先行研究で
は、幼児教育課程を中心とした健康教育の現
状に関して調査された１）。
　子どもにとって、健康であることは、国連・
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　本稿では、国連一般的討議の成果として勧告された環境にかかわる条件に基づいて、
子どもが健康であるための保育・幼児教育課程に期待される課題に関して検討した。
　領域「健康」にかかわる発達支援において、課題の発見・解決に関する決定過程への
参加による子どもの主体性の尊重、ならびに、子どもと環境との包括的な相互的関係を
前提とした発達支援をあわせて実施する必要があることを示した。
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されている。
　（1）先生や友だちと触れ合い、安定感を
もって行動する。
　（2）いろいろな遊びの中で十分に体を動か
す。
　（3）進んで戸外で遊ぶ。
　（4）様々な活動に親しみ、楽しんで取り組
む。
　（5）先生や友だちと食べることを楽しみ、
食べ物への興味や関心をもつ。
　（6）健康な生活のリズムを身に付ける。
　（7）身の回りを清潔にし、衣服の着脱、食
事、排泄等の生活に必要な活動を自分
でする。
　（8）幼稚園における生活の仕方を知り、自
分たちで生活の場を整えながら見通し
をもって行動する。
　（9）自分の健康に関心をもち、病気の予防
等に必要な活動を進んで行う。
　（10）危険な場所、危険な遊び方、災害時等
の行動の仕方がわかり、安全に気を付
けて行動する。
　また、「内容」の取扱いに関して、以下の６
項目の留意事項が挙げられている。
　（1）心と体の健康は、相互に密接な関連が
あるものであることをふまえ、幼児が
教師や他の幼児との温かい触れ合いの
中で自己の存在感や充実感を味わうこ
と等を基盤として、しなやかな心と体
の発達を促すこと。
　　　特に、十分に体を動かす気持ちよさを
体験し、自ら体を動かそうとする意欲
が育つようにする」こと。
　以下では、保育・幼児教育課程における子
どもの健康と環境に係るねらいおよび内容を
確認したうえで、国連子どもの権利委員会が
討議の成果として勧告した環境の条件を挙げ
る。これらの結果に基いて、子どもが健康で
あるための環境に関わる保育・幼児教育課程
の課題を示す。
Ⅲ．結果
１．「幼稚園教育要領」領域「健康」にみる
発達支援のための子どもと環境
　「健康」は、心身の健康に関する領域である。
領域「健康」では、「健康な心と体を育て、自
ら健康で安全な生活をつくり出す力を養う」
ことが目指されている。
　新設された「幼児期の終わりまでに育って
ほしい姿」として、「健康な心と体」が含まれ
た。この項目には、「保育所の生活の中で、充
実感をもって自分のやりたいことに向かって
心と体を十分に働かせ、見通しをもって行動
し、自ら健康で安全な生活をつくり出すよう
になる」ことが挙げられた。
　そのうえで、領域「健康」の「ねらい」に
は、以下の３項目が挙げられている。
　（1）明るく伸び伸びと行動し、充実感を味
わう。
　（2）自分の体を十分に動かし、進んで運動
しようとする。
　（3）健康、安全な生活に必要な習慣や態度
を身に付け、見通しをもって行動する。
　さらに、「ねらい」を達成するための指導事
項である「内容」として、以下の10項目が示
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事物等がわかり、安全についての理解
を深めるようにすること。
　　　また、交通安全の習慣を身に付けるよ
うにするとともに、避難訓練等をとお
して、災害等の緊急時に適切な行動が
とれるようにすること。
２．「保育所保育指針」領域「健康」にみる
発達支援のための子どもと環境
　改訂された「保育所保育指針」では、「乳児
保育」、「１歳以上３歳未満児の保育」、「３歳以
上児の保育」に関して、領域「健康」の「ね
らい」および「内容」が示された。
　「保育所保育指針」では、領域「健康」に
関して、「健やかに伸び伸びと育つ」ために、
「健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生
活をつくり出す力の基礎を培う」ことが目指
されている。
　（1）乳児保育
　　　「乳児保育」の「ねらい」には、以下
の３項目が挙げられている。
　　　１）身体感覚が育ち、快適な環境に心
地よさを感じる。
　　　２）伸び伸びと体を動かし、はう、歩
く等の運動をしようとする。
　　　３）食事、睡眠等の生活のリズムの感
覚が芽生える。
　「乳児保育」の「内容」として、以下の５
項目が示されている。
　　　１）保育士等の愛情豊かな受容の下で、
生理的・心理的欲求を満たし、心地
よく生活をする。
　（2）様々な遊びの中で、幼児が興味や関心、
能力に応じて全身を使って活動するこ
とにより、体を動かす楽しさを味わい、
自分の体を大切にしようとする気持ち
が育つようにすること。
　　　その際、多様な動きを経験する中で、
体の動きを調整するようにすること。
　（3）自然の中で伸び伸びと体を動かして遊
ぶことにより、体の諸機能の発達が促
されることに留意し、幼児の興味や関
心が戸外にも向くようにすること。
　　　その際、幼児の動線に配慮した園庭や
遊具の配慮等を工夫すること。
　（4）健康な心と体を育てるためには食育を
通じた望ましい食習慣の形成が大切で
あることをふまえ、幼児の食生活の実
情に配慮し、和やかな雰囲気の中で教
師や他の幼児と食べる喜びや楽しさを
味わったり、様々な食物への興味や関
心をもったりする等し、食の大切さに
気づき、進んで食べようとする気持ち
が育つようにすること。
　（5）基本的な生活習慣の形成にあたっては、
家庭での生活経験に配慮し、幼児の自
立心を育て、幼児が他の幼児と関わり
ながら主体的な活動を展開する中で、
生活に必要な習慣を身に付け、次第に
見通しをもって行動できるようにする
こと。
　（6）安全に関する指導にあたっては、情緒
の安定を図り、遊びを通して安全につ
いての構えを身に付け、危険な場所や
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　　　２）一人ひとりの発育に応じて、はう、
立つ、歩く等、十分に体を動かす。
　　　３）個人差に応じて授乳を行い、離乳
を進めていく中で、様々な食品に少
しずつ慣れ、食べることを楽しむ。
　　　４）一人ひとりの生活のリズムに応じ
て、安全な環境の下で十分に午睡を
する。
　　　５）おむつ交換や衣服の着脱等をとお
して、清潔になることの心地よさを
感じる。
　「内容」の取扱いにあたっての留意事項と
して、以下の２項目が挙げられている。
　　　１）心と体の健康は、相互に密接な関
連があるものであることをふまえ、
温かい触れ合いの中で、心と体の発
達を促すこと。
　　　　特に、寝返り、お座り、はいはい、
つかまり立ち、伝い歩き等、発育に
応じて、遊びの中で体を動かす機会
を十分に確保し、自ら体を動かそう
とする意欲が育つようにすること。
　　　２）健康な心と体を育てるためには望
ましい食習慣の形成が重要であるこ
とをふまえ、離乳食が完了期へと
徐々に移行する中で、様々な食品に
慣れるようにするとともに、和やか
な雰囲気の中で食べる喜びや楽しさ
を味わい、進んで食べようとする気
持ちが育つようにすること。
　　　　なお、食物アレルギーのある子ども
への対応については、嘱託医等の指
示や協力の下に適切に対応すること。
　（2）１歳以上３歳未満児の保育
　　　領域「健康」の「ねらい」には、３項
目が挙げられている。
　　　１）明るく伸び伸びと生活し、自分か
ら体を動かすことを楽しむ。
　　　２）自分の体を十分に動かし、様々な
動きをしようとする。
　　　３）健康、安全な生活に必要な習慣に
気付き、自分でしてみようとする気
持ちが育つ。
　「内容」に挙げられているのは、以下の７
項目である。
　　　１）保育士等の愛情豊かな受容の下で、
安定感をもって生活する。
　　　２）食事や午睡、遊びと休息等、保育
所における生活のリズムが形成され
る。
　　　３）走る、跳ぶ、登る、押す、引っ張
る等全身を使う遊びを楽しむ。
　　　４）様々な食品や調理形態に慣れ、
ゆったりとした雰囲気の中で食事や
間食を楽しむ。
　　　５）身の回りを清潔に保つ心地よさを
感じ、その習慣が少しずつ身に付く。
　　　６）保育士等の助けを借りながら、衣
類の着脱を自分でしようとする。
　　　７）便器での排泄
せつ
に慣れ、自分で排泄
せつ
ができるようになる。
　さらに、「内容」の取扱いに関して、４項目
の留意事項が挙げられている。
　　　１）心と体の健康は、相互に密接な関
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　（3）３歳以上児の保育
　　　「ねらい」には、「幼稚園教育要領」と
同様の、３項目が挙げられている。
　　１）明るく伸び伸びと生活し、充実感を
味わう。
　　２）自分の体を十分に動かし、進んで運
動しようとする。
　　３）健康、安全な生活に必要な習慣や態
度を身に付け、見通しをもって行動
する。
　「内容」について挙げられているのも、「幼
稚園教育要領」と同様に、以下の10項目で
ある。
　（1）保育士等や友だちと触れ合い、安定感
をもって行動する。
　（2）いろいろな遊びの中で十分に体を動か
す。
　（3）進んで戸外で遊ぶ。
　（4）様々な活動に親しみ、楽しんで取り組
む。
　（5）保育士等や友だちと食べることを楽し
み、食べ物への興味や関心をもつ。
　（6）健康な生活のリズムを身に付ける。
　（7）身の回りを清潔にし、衣服の着脱、食
事、排泄等の生活に必要な活動を自分
でする。
　（8）保育所における生活の仕方を知り、自
分たちで生活の場を整えながら見通し
をもって行動する。
　（9）自分の健康に関心をもち、病気の予防
等に必要な活動を進んで行う。
　（10）危険な場所、危険な遊び方、災害時等
の行動の仕方がわかり、安全に気を付
連があるものであることをふまえ、
温かい触れ合いの中で、心と体の発
達を促すこと。
　　　　特に、一人ひとりの発育に応じて、
体を動かす機会を十分に確保し、自
ら体を動かそうとする意欲が育つよ
うにすること。
　　　２）健康な心と体を育てるためには望
ましい食習慣の形成が重要であるこ
とをふまえ、ゆったりとした雰囲気
の中で食べる喜びや楽しさを味わい、
進んで食べようとする気持ちが育つ
ようにすること。
　　　　なお、食物アレルギーのある子ども
への対応については、嘱託医等の指
示や協力の下に適切に対応すること。
　　　３）排泄の習慣については、一人ひと
りの排尿間隔等をふまえ、おむつが
汚れていない時に便器に座らせる等
により、少しずつ慣れさせるように
すること。
　　　４）食事、排泄、睡眠、衣類の着脱、
身の回りを清潔にすること等、生活
に必要な基本的な習慣については、
一人ひとりの状態に応じ、落ち着い
た雰囲気の中で行うようにし、子ど
もが自分でしようとする気持ちを尊
重すること。
　　　　また、基本的な生活習慣の形成にあ
たっては、家庭での生活経験に配慮
し、家庭との適切な連携の下で行う
ようにすること。
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けて行動する。
　さらに、「内容」の取扱いに関しても、「幼稚
園教育要領」と同様に、配慮事項として、６
項目が挙げられている。
　（1）心と体の健康は、相互に密接な関連が
あるものであることをふまえ、子ども
が保育士等や他の子どもとの温かい触
れ合いの中で自己の存在感や充実感を
味わうこと等を基盤として、しなやか
な心と体の発達を促すこと。
　　　特に、十分に体を動かす気持ちよさを
体験し、自ら体を動かそうとする意欲
が育つようにすること。
　（2）様々な遊びの中で、子どもが興味や関
心、能力に応じて全身を使って活動す
ることにより、体を動かす楽しさを味
わい、自分の体を大切にしようとする
気持ちが育つようにすること。
　　　その際、多様な動きを経験する中で、
体の動きを調整するようにすること。
　（3）自然の中で伸び伸びと体を動かして遊
ぶことにより、体の諸機能の発達が促
されることに留意し、子どもの興味や
関心が戸外にも向くようにすること。
　　　その際、子どもの動線に配慮した園庭
や遊具の配慮等を工夫すること。
　（4）健康な心と体を育てるためには食育を
通じた望ましい食習慣の形成が大切で
あることをふまえ、子どもの食生活の
実情に配慮し、和やかな雰囲気の中で
保育士等や他の子どもと食べる喜びや
楽しさを味わったり、様々な食物への
興味や関心をもったりする等し、食の
大切さに気づき、進んで食べようとす
る気持ちが育つようにすること。
　（5）基本的な生活習慣の形成にあたっては、
家庭での生活経験に配慮し、子どもの
自立心を育て、子どもが他の子どもと
関わりながら主体的な活動を展開する
中で、生活に必要な習慣を身に付け、
次第に見通しをもって行動できるよう
にすること。
　（6）安全に関する指導にあたっては、情緒
の安定を図り、遊びを通して安全につ
いての構えを身に付け、危険な場所や
事物等がわかり、安全についての理解
を深めるようにすること。
　　　また、交通安全の習慣を身に付けるよ
うにするとともに、避難訓練等をとお
して、災害等の緊急時に適切な行動が
とれるようにすること。
　さらに、新設された「幼児期の終わりまで
に育ってほしい姿」として、「健康な心と体」
が含まれた。この項目には、「保育所の生活の
中で、充実感をもって自分のやりたいことに
向かって心と体を十分に働かせ、見通しを
もって行動し、自ら健康で安全な生活をつく
り出すようになる」ことが挙げられている。
３．子どもが健康であるための環境の条件
　国連子どもの権利委員会が開催した一般的
討議では、子どもの権利と環境の関係の理解
を促進し、環境に関わる課題に適切に対応す
るために、子どもの権利に関わる立法、政策
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および実践に何が必要かを確認することが焦
点とされた。議論は、「子ども達に有害な環境」
と、「環境の下落が子どもたちに与える影響」
をそれぞれのテーマとする、作業部会で実施
された。
　前者の「子ども達に有害な環境」に関して
は、生産や消費に関わる人間の活動から生じ
る危険な物質が、子どもが口にする食べ物や
飲料水、さらに、子どもが吸い込む空気にも
見出され、その範囲が、子どもが生活する家
庭、学校、遊び場や、働く場所にも及ぶこと
が指摘された。また、多数の有害な化学物質
が、生誕前から、子どもの体内に取り込まれ
ていることにも言及された。
　一方、後者の「環境の下落が子どもたちに
与える影響」に関しては、まず、人間が自然
環境の一部であることが確認された。さらに、
環境の変化が、土壌、水、植物、動物や、天
候に影響を与えており、子どもの成長に関わ
る健康や、生活にも影響を与えていることが
指摘された。そして、環境の変化に多様な影
響を与えることに期待される子どもの権利の
役割に関わる議論へと発展された。
　そのうえで、作業部会で議論された成果と
して、第一に、有害な環境が子どもの権利に
関して与える影響が示された。具体的には、
以下の５項目が挙げられた。
　・子どもの生活を妨げる有害な環境は何
か？
　　健康への権利、生命・生存・発達への権
利、文化的な生活に参加する権利、教育
への権利、経済的搾取からの自由を含め
て、如何にして子どもの権利を行使する
か？
　・環境および子どもの権利に関して、何が
企業活動に影響を与えるか？
　・環境上の保護および有害性の文脈におい
て、何が子どもの特別な傷つきやすさを
定義する因子や状況か？
　・環境のリスク因子と子どもが直面する社
会的・文化的・経済的状況との何が関連
するか？
　・環境に関連して、何がある子ども集団を
脅威および差別に直面させるか？
　さらに、より近接的な課題として、以下の
項目が挙げられた。
　・子どもの権利に関連して、何が子どもを
虐待し、搾取し、環境のリスクにさらす
か？
　第二には、環境に関わる文脈で変化を起こ
す子どもの役割が示された。
　・如何にして、年齢、ジェンダーや、社会
的背景の異なる子どもが、環境の課題に
関して力や経験を活用することができる
か？
　　如何にして、これらのスキルが、環境を
保護する活動で用いられるのか？
　・如何にして、また、どの程度まで、子ど
もが子どもに影響を与える環境の課題に
ついての基本的な事実を発見し、環境に
関わる決定過程に参加し、環境が有害で
ある場合に正義を探求することができる
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か？
　　何が子どもの権利の行使を妨害するか？
　・現在および未来の条約の権利の享受のた
めの環境を安全にするにあたって、教育
はどのような役割を果たすか？
　第29条１項（e）で教育の目的として大切
にされた自然環境の尊重を発展させることを
如何にして実現しうるか？
　そして、第三には、安全、清潔、健康的で
衛生的な環境に関わる子どもの権利に関する
国の義務が示された。
　・子どもの権利の行使を伴った、有害な環
境に関わる取り組みに関する国の役割は
何か？
　・如何にして、また、どの程度まで、有害
な環境に関して、子どもの権利に関わる
現行の政策を実行できるか？
　・如何にして、また、どの程度まで、子ど
もの権利を評価、監視、予防、軽減、治
療および修復を目的とする立法、政策、
基準、制度、予算措置、計画および他の
活動に反映できるか？
　・安全、清潔、健康および持続可能な環境
に関して、何が子どもの権利を発展させ
る国の義務であるか？
　・環境に関わる決定過程において、何が第
３条１項で大切にされた子どもの最善の
利益を実施するか？
　・適切な環境に関する情報、環境の状況に
関わる参加の機会、効果的な治療および
修復に関して、何が子どものアクセスを
保障する国の義務であるか？
　・これらの義務が傷つきやすい子どもの保
護に関係しているか？
　・環境および子どもの権利に関わる企業の
影響に関する国の義務は何か？
　・長期にわたる有害な環境からの子どもの
保護に関する国の義務は何か？
　・複数の国家間で子どもに影響を与える境
界を超えた環境の破壊に関する国の義務
は何か？
　・健康、安全、清潔および持続可能な環境
の享受に関して、子どもの権利の義務を
実施するための具体的な活動、方策およ
び可能な方法は何か？
　さらに、企業の役割として、以下の３項目
が示された。
　・子どもの権利の享受を妨げる有害な環境
に関わる取組に関する企業の役割は何
か？
　・如何にして、また、どの程度まで、子ど
もの権利を環境への影響を認識し管理す
ることを目的とした法人に関わる政策お
よび措置に反映できるか？
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　・有害な環境の影響の認識および管理に適
用する場合に、子どもの権利を尊重する
ための法人の責任は何か？
Ⅳ．考察
　「幼稚園教育要領」、「保育所保育指針」に基
づいた領域「健康」のねらいおよび内容では、
子どもが健康であるために、子どもの主体性
を尊重した発達支援が求められている。
　まず、「幼稚園教育要領」では、領域「健康」
のねらいとして、「健康、安全な生活に必要な
習慣や態度を身に付け、見通しをもって行動
する。」ことが挙げられている。また、その
内容として、「幼稚園における生活の仕方を知
り、自分たちで生活の場を整えながら見通し
をもって行動する。」ことや、「危険な場所、
危険な遊び方、災害時等の行動の仕方がわか
り、安全に気を付けて行動する」こと等が示
されている。さらに、「内容」の取扱いに関し
て、「安全に関する指導にあたっては、情緒の
安定を図り、遊びを通して安全についての構
えを身に付け、危険な場所や事物等がわかり、
安全についての理解を深める用にする」こと
等が挙げられた。
　次に、「保育所保育指針」では、「１歳以上３
歳未満児の保育」の領域「健康」のねらいと
して、「健康、安全な生活に必要な習慣に気付
き、自分でしてみようとする気持ちが育つ。」
ことが含まれている。
　国連子どもの権利委員会は、子どもが健康
であるための環境の条件として、子どもが課
題の発見および解決に関して役割を果たすた
めに、決定過程への参加をとおして子どもの
主体性を尊重することを要請している。これ
を実現するために重視したのが、教育であっ
た。さらに、子どもが健康であるための環境
に関して、国や地域、企業等の民間機関との
関係を含めて包括的かつ相互関係的に捉える
ことの重要性についても示している。
　こうしたことから、子どもが健康であるた
めの保育内容指導法「健康」を中心とした幼
児教育および保育における発達支援において
は、子ども個人との関係から健康を捉えるだ
けでなく、包括的な環境と子どもとの相互的
な関係からも健康を捉え直したうえでの環境
の構成が求められる。
Ⅴ．結論
　本稿では、国連一般的討議の成果に基いて、
保育内容「健康」の指導法を中心とした、子
どもが健康であるための環境の構成をとおし
た発達支援に関して検討した。
　領域「健康」に関して、「幼稚園教育要領」
および「保育所保育指針」では、健康である
ために子どもの主体性を尊重することが求め
られている。
　国連子どもの権利委員会は、子どもが健康
であるための環境の条件として、包括的な環
境と子どもの相互関係性を前提とすることを
要請しており、その実現にあたって教育の役
割を重視している。
　子どもが健康であるための幼児教育および
保育における領域「健康」に係る発達支援で
は、課題の発見・解決に関わる決定過程への
参加による子どもの主体性を尊重する役割を
果たす必要がある。また、子どもが健康であ
るために、子ども個人の視点に留まることな
く、子どもと包括的な環境との相互関係を前
提とした発達支援をあわせて実施することが
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求められる。
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